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カラタネオガタマ（MicheliaPgo Spreng．）の  

花の揮発性成分叱ついて  

達家清明，末兼幸子，小浜正江  

Volatile Components of the Flower of Micheli＆j；go Spreng．   

KiyoakiTATSUKA，Sachiko SuEKANE and Masae KoFIAゝlA  

Volatile components oE the 魚ower oE M；cheL；a jigo Spreng．were concentrated by three  
methods：headspace，Simultaneous distillation andex【raCtion（SDE），andsoIventextraction．The  

COnCentrateS Were eXamined by combined capillary gaschromatograph－maSSspectrometrシ（GC・  

MS）．Forty・tWO COmpOnentS Wereidentほed by mass spectrometry and their retentionindices．  

Of p8rticularinterest was the presenceof ethylmethacrylateandethylcrotonate．Fromoleolep・  

tic examinations，it appears that ethylisobutyrate plays animportant role on the characteristic  
fragrance of the月ower．The content of the volatile components was about O．1％of the weight  

Of the80Wer，nOtincluding the sesquiterpenes and sesquLterPenOids．  

（ReceivedJanuary7．1986）  

5月中旬から下旬にかけて学内において開花したものを  

用いた．花の香は午後2時ごろ以後に強くなるので，午  

後2暗から3時の間に必要に応じて全花を採取して実験  

に供した．   

2．揮発性成分の捕集 （l）ヘッドスペース香気  

成分：花16・14gを250ml容のガス洗源ビンに入れ，  

一方の口からモレキュラーシープ5Aを通して清浄に  

した窒素ガスを導入する．他方の口に内径2mmのテフ  

ロンチューブをつなぎ，その先端を－35DCに冷却した  

ジュチルエーテル約2mlを入れた小形のバイアルピソ  

に浸し，毎分20mlの流速で2時間窒素ガスを流して香  

気成分をエーテル中に捕集した．無水硫酸ナトリウムで  

脱水後，新しいバイアルピンに移し，清浄にした窒素ガ  

スをノミイアルピン内に吹き込んでエーテルを揮散させ，  

約0．1mlまで濃縮した．  

（2）連統幕留抽出（SDE）：LikensとNickerson（8I  

によって考案され，Schult乙らけ）iこよって改良された装  

置を用いた．花53．9g，水500nllおよぴジクロロメタ  

ン50mlを用い2時間連続蒸留抽出する．終了後内部漂  

持  首  

カラタネオガタマ（ル批加ノね伽Spreng．），中国名  

含笑ほ，中国原産の常緑低木で 本邦においては温地で  

栽培されている．関西地方では5月中旬から下旬にかけ  

て淡黄色の花が咲きバナナにやや似た強い香りをただよ  

わせる．この花の精油成分については戸田ら仰の報告が  

ある．なお同じオガタマノキ属では白玉蘭（A批加Jね  

〃ルαD．C．）の花の精油については長谷部ら（引．ヘッド  

スペースの香りについてはZllu ら（ユ）の報告が．また云  

南含笑（〟i亡鳥gJiαツ〟朋〃化ねFrench．）につL・、てはLu  

ら仰の報告がある．今回筆者らほ花の揮発性成分をでき  

るだけ変化させない状態で調べるために学内で咲いた花  

を採取し直ちiこヘッドスペース成分を描集するととも  

tこ，連続蒸留抽出法および溶剤抽出法でも香気成分を捕  

集し，その組成を明らかにしたので報告する．  

実験村料および方法   

1．実験材料  カラタネオガタマの花は，1985年  

注 本論文は日本農芸化学会誌・第餅）巻第6号掲載論文を転載したものである。   
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Tab】eI・Volati】e CompoundIdenti負edin the肪chelEa j；go Spreng  

k  compound  St・  
（）  

l Propana】  
2 2・Methylpropana1  
3  Ethylacetate   
4  Ethano1  
5  Ethyl†l・prOp10nate  
6  Ethylisobutyrate  
7  n・Propylacetate   
8  2，3－Butanedione  

9 lsobu【ylacetate  
10 Ethyl butyrate 
ll Ethylmethacrylate  
12  Ethy12－methylbutyrate  
13  EthylisovaIerate  
14 Isobutano】  

15 Isobutyl isobutyrate 
16  beta－Pinene  
17 lsoamy】acetate  
18  舛・ButanoI  

19  Unknown（MW＝68）e  
20  7sobuty】butyrate  
21 Ethyl crotonate 
22 IsobutyJ2－methylbutyratec  
23  乃・Heptana1  
24 lsobutyl isovalerate 
25  Limonene  
26 Isoamy】alcoho1  
27 Jγαが・2・Hexena1  

28  Ethyln－hexanoate  
29  gamma－Terplnene  

30  j，・Cymene  
31 3・Hydroxy・2・butanone  
32  Unkno☆n（MW＝142）0  
33  Unknown（MW＝86）0  
3i Unknown（MW＝116）e  
35  Unknown（MW＝118）e  
36 Isobutyl hexanoate 
37  Nonana1  
38  Cyclohexy】aIcohol（lS）d  
39  Ace【ic acid  
42  Ethy13・hydroxy butyrate  
44  2，3－ButanedioI  

45  Linaloo1  
46 Isobl］tyric acid  
47  Unknown（MW＝90）e  
50 beta－Caryphyl）ene（MW＝20i）  
5l ナいButanoIC aCid  
52 Unknon（MW＝160）8  
53 IsovalerlC aCid  
64  Hexanoic acid  
67  PhenethylalcohoI  

MW＝204，tOtalr  
MW＝216，tOtalr  
MW＝220，tOtalr  

D
 

3
2
 
 

5
 

D
 

2
 
 

8
。
。
8
1
1
諾
9
5
。
9
5
7
9
7
1
肌
霊
W
l
。
5
2
1
。
7
。
1
。
8
。
憫
1
1
。
。
1
1
2
3
器
1
1
6
1
憫
憲
1
1
9
。
1
1
9
8
器
1
2
3
5
1
2
4
6
1
2
6
9
や
1
2
9
。
闇
1
3
3
6
1
3
4
。
1
3
5
6
朝
憲
1
5
1
3
闇
1
5
4
5
馳
1
5
6
。
1
5
9
5
濫
1
6
6
5
胴
1
9
。
8
 
 

机
8
1
2
弼
9
2
4
9
5
0
9
5
9
9
7
0
9
7
。
0
1
4
0
3
6
0
4
5
0
5
1
鵬
0
8
5
腰
1
0
3
1
2
3
闇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
l
 
「
⊥
 
l
 
l
’
－
－
1
 
1
 
1
 
1
 
 

0．02  
0．10  

10．39  
SLh  

O．19  
3．74  
ND  

O．27  

61．70  
1．89  
0．02  
0．02  
0．01  

17．54  
0．16  
0．06  
0．29  
0．02  
0．02  
0．04  
0．03  

0．01  
0．12  
0．04  

0．06  
0．79  
0．02  
0．44  
0．O1  
0．01  
0．42  

0．01  
0．01  
0．02  
0．02  
0．07  
0．07  

犯
0
2
1
5
L
O
9
7
5
D
ぉ
6
9
3
9
0
2
0
3
0
5
5
2
1
5
D
2
4
2
1
0
4
D
D
D
1
1
D
D
2
D
7
D
D
8
5
D
D
O
D
O
O
 
3
8
9
3
2
 
 

〇
．
〇
．
5
．
S
 
O
．
1
．
N
1
．
れ
1
．
〇
．
〇
．
〇
．
6
．
〇
．
N
 
O
．
〇
．
〇
．
N
N
N
 
O
．
N
N
1
．
N
 
O
．
N
N
3
．
N
N
 
O
．
N
 
O
．
α
 
 

2
 

9
 

1
1
 

1
 
1
 
1
 
■
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

5
7
 

3
 

3
9
 

D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
D
D
 
D
 
D
 
D
 
N
 

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
 
 

0
3
0
2
D
5
5
0
3
D
㍊
D
O
4
D
4
6
0
3
7
2
4
8
9
6
 
 

〇
．
〇
．
N
O
．
〇
．
N
5
．
N
O
．
N
O
．
〇
4
6
〇
．
ふ
 
 

11．48  

0．14  

0．13  

0．40  

0．36  

0．42  

0．58  

0．68  

0．05  

0．28  

1．94  

0．11  

6．6  

ND  

l．07   

6
 

9
2
 

ND  

Peak No．40，41，43，48，and54～63，MW＝204，SeSquiterpene（tentative）：PeakNo．65，66，68～84，86and  
88，MW＝220，SeSquiterpenoid（tentative）：Peak No．85and87，MW＝216． ＆Ⅹovatsindex of un・  
known・bKovまtsindex oE authentic sample．cTentativelyidentj負edbymassspectrometryon】y・dIT）ter－  
nalstandard．eDeterm；nation withoutcaJibratjon factors（F＝1．00）．rDetermination with a calibra’tion  
factor of beta－CaTyOPhy11ene．呵ot detected．hA peak of ethanoloverlapped with that of dichlorome・  
thane（solvent）．   
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Fig．1，Totalion chromatogramsofvolatiIe component？OfMichelia jigo Spreng．（a）headspace，  
（b）simultanious disti11ation extraction（SDE），（C）solvent extraction．Condition：25mxO．2mm  

WOCT fused silica capillary column Shimadzu HiCap CBP－20（equivalent to PEG20M）；Carrier  

gaslinear velocity30cm／minof helium gas・Co）umn held at40CC for5min，prOgrammed at3つC／  

min to180’C and held．Injector andion source  

準としてシクロヘキサノールのヘキサン溶液（lml中に  

シクロヘキサノール1mg含有）1mlを添加，無水硫酸  

ナトリウムで脱水後，スニーダー分留管を付けた濃縮フ  

ラスコt5）に移し約1mlまで濃縮する．小形バイアルピ  

ンに移し入れ，ヘッドスペースの場合と同様に清浄にし  

た窒素ガスを流して約0．2mlまで濃縮した．  

（3）溶剤抽出：花20．3gを200ml容の褐色広口ビ  

ンiこ入れ，エーテル・ジクロロメタン（1：1）約100ml  

を加えて，約100Cで24時間放置後濾過する．内部標  

準添加．脱水．濃絹の操作ほSDEの場合と同様にして  

約0．2mlに濃縮した．   

3．標準試料  和光純薬工業および東京化成工業製  

のものを，GCで純度を調べた後使用した．   

4．分析条件 GC：島津ガスタロマトグラフGC・9  

Aおよびデータ処理装置タロマトパックC・R2A（Ⅹ）；  

カラム，島津溶融シリカキャピラリーHiCap CBP－20  

（化学結合型PEG20M），内径2mmx25m；スプリッ  

ト比40：1；He緩速度33cm／sec；注入口温度2600C；  

カラム温度40OCで5分間保持後30C／minで180OCまで  

昇温，保持；検出器FID．   

GC・MS：島津GCMS・QPlOOO（EIおよぴCI）およ  

びライブラリー検索システム島津LSS－20；カラム．島  

津溶融キャビラリーカラムHiCapCBP－20（化学結合型  

PEG20M），内径0．2mmx25m をイオン源に直結；  

temperature were2600C and2500C，reSpeCtively．  

He線速度31cm／min；注人口温度260℃；カラム温度   

400Cで5分保持後30C／minで1800Cまで昇温，保持；   

イオン源温度2500C；イオン化ほEI（イオン化電圧70   

eV）およびCI（反応ガスはイソブタン）．  

5． ピークの同定と定上  岡定はまずライブラリ   

ー検索システム（NBS／NIH／EPA Mass SpectralData   

Base，39750化合物）およびCIから得られた分子量を   

参考としてデータ集t8・9）と対比してその物質を推定し．さ   

らに標準物質について測定し，てススペクトルとKov孟・   

tsの保持指標仰の一致するものを同定とし．標準物質   

が得られずマススペクトルのみによる場合を推定（ten・   

はtive）とした．  

各成分の定量：三，FIDで測定可能なものは，内部標準   

物質（シクロヘキサノール）と各標準物質との相対面揖   

カウント比から補正係数を求め，その含有量を計算し花  

100g中のmg数（mg％）で示した．FIDに感度の低   

い酢酸などは，内部標準物質に対する各標準物質のMS   

（EI）の全イオン強度比から補正係数を求め，その含有   

量を計算しmg％で示した．未同定のテルペン頬はβ－   

CaryOph）－11eneの補正係数を用い．その他の末同定のも   

のは補正係数を1として計算した．  

結果および考察  

ヘッドスペー ス法．SDE法および溶剤抽坦法によっ   
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て捕倶濃縮した揮発性成分のガスタロマトグラムを  

Fig．1（a），（b）および（c）に示した．検出された成  

分のKov孟tsの陳持指標．ピーク面積比および花中の含  

有畳（mg％）をTab】eIに示した．   

l．ヘッドスペース   

20成分が検出きれた．ビータ面積比でほisobuty】  

acetateが80．09％．ethylacetateが22．57％，次いで  

eth）・1isobutyrateが6．86％で，この3成分でほぼその  

gO％を占めている．カラタネオガタマの花の香は完熟  

したバナナのようであるといわれているが．バナナのヘ  

ッドスペース成分（11・）2）と比較するとisobuty）acetateと  

elhylacetateほ両者に共通にみらわる主要成分である  

が，C†hylisobu【yrateは／：ナナにはほとんどなく，また  

バナナの香りの主役をなすisoamyIacetateはトウオガ  

タてには少量存在するにすぎない．官能テストからethyl  

isobしItyrateがこの花の香に重要な役割を果たしている  

といえる．   

次こ含有成分のなかで江口されるのはeth）・lmetha・  

er〉■1atc と，その異件体であるeth）・lerotonateである．  

ethylerotonate は各種の果実‖3、2））などに見出されてい  

るが，etll）′lmethacryla【e は筆者らの調べた限りではド  

リアンほ2Iにその存在が知られているのみである．この両  

署が外仔するという報告は見当らない，eth〉－1mctha－  

Cr〉，1a†eは閥値の小さい化合物であるので，その花の香  

に微妙な影響を与えているのかもしれない．検出された  

20成分をその面贋比でもって混合したものは，希薄な  

濃度で点この花の不にきわめて近いものである．   

ま 連続蒸留抽出（SDE）   

SDEでは約90成分が検出され その半分がテルペン  

桝でこちる．押発性成分は花100g当り約0．16gでlそ  

の1ノ3はセスキテルペン願である．したがってテルペン  

抜き楕帥は花に対して約0．1％程度合有され．ている．   

3・ 

柚出物門は一花100g当り約0．1g群度で．セスキテル  

ペン類の溶出は少ない．有綾酸およびア／ンコール頬がか  

なりの地合まれ，プロピオン酸を除いてエステルとして  

存在する酸およびアルコー′L難はすべて遊離の形でも見  

itiされており，生合成の－前駆物質として存在している．  

要  約  

力ラクネオガタて（〃Jr加〃〃知Spreng．）の花を採  

取後贋ちにヘッドスペース法．迎続蒸何州出法（SDE）  

および溶剤抽出法で香晃成分を描集，濃縮しGC－MSで  

42成分を同定した．ヘッドスペース法では，isobutyl  

aeetate，elhylacetateiこ次いで多い成分である ethy】  

isobutyraleがこの花の香を特徴づけている．また異性  

体関係にあるethylmethaerylate とethylerotonateが  

共存することは注目される．SDE捕集成分の約1／3は  

セスキテルペン煩で，それらを除く香気物質は花100g  

当り約0．1gである．溶剤抽出法ではプロピオン酸を除  

いて，エステルとして存在する酸およびアルコール頬は  

すべて遊離の形で検出されている．   

終りに．オガタマ属の花の香気成分についての論文  

をお送りいただいた中国科学院華南締物研究所のZhu  

Liangfeng先生に御礼申し上げます．  
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